
「食べ残しNOゲーム」は、大阪市の理科特別授業とし
て、市内の小学校で出前講座を行っています。
カードゲームを通して、日本の喫緊の課題である食

品ロスについて、身近な問題として捉え、一人ひとり
が行動を起こす必要を分かりやすく学ぶ機会です。
毎年好評で、多数の学校から希望が寄せられ、2019

年度以降、1,000名以上の児童が授業を受けました。
まずカードゲームを体験し、地球温暖化や食品ロス

の現状と課題についての講義を受けた上で、食品
ロスをなくし世界から飢餓をなくすため、また、地球
温暖化を防ぐため、どうすればよいのかを、友達と意
見を交わしながら考えます。

そして授業の最後には、自分にできる行動を文章に
します。
アンケートでは楽しかったと答える児童がほとんど

で、スタッフも楽しく取り組んでいます。
授業を受けた子どもたちが、食品ロス削減のための

行動を起こしてくれることと期待しています。
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大好評！出前講座「食べ残しNOゲーム」
開催実績

年度 学校数 人数

2019 5 349

2020 2 187

2021 3 145

豊中※ 35

泉大津※ 177

2022 6 284

延べ人数 1,177

※府内団体からの依頼で実施

2022年度「食べ残しNOゲーム」アンケート調査結果より (n=272)



酸性雨って何？

紫キャベツの色
素を抽出した試
薬を使用して、
色々な水溶液の
性質を調べまし
た。
赤くなると酸性、
青または緑にな
るとアルカリ性です。色の変化に興味津々で、
実験を楽しみました。水はいろいろな物質を溶
かす天才で、アルカリ性になったり酸性になっ
たりします。木を枯らし、建造物を溶かす酸性
雨。それに溶け込んだ物質は車や火力発電所か
ら排出されたものであることに気付き、自分た
ちの生活を見直す必要性を感じました。

■新部会長 ご紹介
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■夏休みの自由研究 おおさか環境科

環境教育啓発部会 なにわエコ会議は、4つの部会で活動しています。今年度の、
環境教育啓発部会とエコライフ部会の活動をご紹介します。

谷 美也子氏

未来を担う子どもたちに、環境問題への関心を深めてもらい、今の環
境問題の責任を担う大人たちに、環境保全の行動を起こしてもらうた
めに、環境教育の推進役を務めてまいります。
何かを教える環境教育ではなく、ともに学び、考え、行動をするとい
うスタンスで、なにわエコ会議の環境教育啓発部会の活動を盛り上げ
ていきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

〈プロフィール〉環境カウンセラー
長年にわたり積極的に環境に関する普及啓発活動取り組む。なにわエコ会議では、
小学校で理科特別講座「食べ残しNOゲーム」を実施し、市民向けの講座やイベ
ント等では、障がい者スタッフの起用や高齢者向けの環境教室を開催するなど、
誰一人取り残さない社会の実現をめざすSDGsの概念を早くから取り入れ実践する。

毎年好評の「夏休みの宿題応援 おおさか環境科」。今年も大阪公立大学のボランティア団体CHOVORA!!さん
の協力を得て、実施しました。

水の大切さ

ペットボトルを利用して、手作りろ過装置を作
成。砂や活性炭を幾重にも重ね、汚れた水をき
れいにする体験をしました。普段、何気なく
使っている水ですが、
浄水には大変な手間が
かかっていることに気付
きました。
日本は水に恵まれていま
すが、途上国では、飲み
水にも事欠き、子どもた
ちが水汲みの重労働を担
っていることも知り、
水を大切にしようという
態度を身に付けることが
できました。

プラスティック工作

ペットボトルをリユースして、プルバックカー
や、ペン立てなどを作りました。カッターやハ
サミを使うときは、お姉さん・お兄さんの手助
けがありました。工作を楽しんだ後は、プラス
ティックごみによる海洋汚染や、プラスティッ
クのリサイクルについて学びました。ごみを少
しでも減らし、できるだけリサイクルやリユー

スをしな
ければな
らないこ
とに気付
きました。

川の中の生き物

普段はめったにお目にかかれない珍しい水生生
物の標本を観察しました。

きれいな水に棲む生
き物、少しきたない
水に棲む生き物、き
たない水に棲む生き
物について、専門家
の説明を聞き、その
あと気になる水生生
物の標本のスケッチ
をしました。
講師の先生への質問
が相次ぎ、子どもち
の関心の高さがうか
がえました。
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■ごみを拾って野鳥と自然を守ろう
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■なにわエコ会議賞

エコライフ部会

11月6日に、大阪南港野鳥園でエコライフセミナーを開催
しました。

UNEP IETC 設立30周年記念イベント
ワールドクリーンアップデー UNEP IETC & 
なにわエコ会議共催企画
主催 なにわエコ会議
共催 国連環境計画国際環境技術センター
（UNEP IETC）、大阪市環境局、（公財）地
球環境センター
協力 NPO法人南港ウェットランドグループ

おめでとうございます！！
2022年度なにわエコ会議賞受賞者が
決まりました。 （順不同 敬称略）
〇NPO法人大阪府民環境会議よりの推薦
岡 秀郎
「『農力隊』として水田などの農空間・生物多様
性を保全」

〇一般社団法人ガールスカウト大阪府連盟よりの推薦
ガールスカウト大阪府第137団
「アサギマダラ飛来への取り組みと里山活動」

〇大阪市中央区地域女性団体協議会よりの推薦
大阪市中央区地域女性団体協議会 玉造女性会
「中央区の道路や公園の環境美化・清掃活動や子
どもたちへの声掛け」

〇大阪市環境局よりの推薦
大阪市エコボランティア
竹原 秀樹、神田 哲久、深江 隆志
「かねてより積極的に大阪市エコボランティア活
動を行い、市民への環境学習・啓発活動に貢献」

〇NPO法人大阪環境カウンセラー協会よりの推薦
富田 真子、泉 美矩
「食べ残しNOゲーム、おおさか環境科やエコ縁日
での活動」

〇大阪環境ネットよりの推薦
岸本 都美、阿南 暢子、水藻 努、荒井 修章、
三田 優佑、織田 祥子
「『障害があっても社会貢献』をコンセプトに、
イベントのブーススタッフとして活躍」

〇なにわエコ会議 環境教育啓発部会・生物多様性
部会よりの推薦
大阪公立大学環境保護・国際サークル
CHOVORA!!
西田 幸仁、長谷 彰太、長澤 幸大、難波 直也、
髙島 海月、安田 七彩、山下 徹也
「夏休みの自由研究 おおさか環境科や淀川探検隊
での活動」

11月26日（土）環境ふれあいひろばin中央にて
表彰式をおこないます。

真っ青な空のもと、ふだん立ち入ることができない海浜に
降りてごみ拾い。
とりきれないプラスチックごみ、砂には5ミリ以下のマイク
ロプラスチックがたくさん混ざっていることなどを実感。
セミナールームでは、海洋プラスチックごみと野鳥の関係、
ごみと環境危機、大阪ブルーオーシャンビジョンの実現に
向けてのお話を聞き、理解を深めました。
最後は、バードウォッチングを楽しみ、鳥たちをはじめ多
くの生き物を守るために、まず全ての人が「ごみはごみ箱
へ」を実践することが大切だと改めて思いました。
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おおさかATCグリーンエコプラザは、大阪南港の
複合施設ATCの中にある環境・SDGs（エス・
ディー・ジーズ）をテーマとした常設展示場です。

主催は大阪環境産業振興センター実行委員会（大
阪市、アジア太平洋トレードセンター株式会社、
日本経済新聞社）によって行われ、4,500㎡の施設
の中で100社を超える企業や団体の環境・SDGsに
関する取組みの展示を行っています。

日々、企業や行政から学校、海外のお客様等、多
様な来館者様をお迎えし、各社の環境経営にまつ
わる情報や環境配慮型商品・サービスの紹介する
とともに、ビジネス向けセミナー・交流会や一般
向けイベント等を開催することで、最新の環境・
SDGs関連情報の発信を行い、関連産業の振興を目
指して活動を行っています。

昨今では、環境に関する関心は世界中で高まって
おり、2015年に国連で採択されたSDGsには、17
の開発目標のうち、環境に関連する物が多くあり
ます。おおさかATCグリーンエコプラザは、未来
に向けた環境ビジネス創出を応援しています。

■おおさかATCグリーンエコプラザ

なにわエコ会議委員団体ご紹介

←見学ご案内、セミナー・講座ご案内


